
「お取引時確認」について
当行では、「犯罪による収益の移転防止に関する法律」や金融庁が公表した「マネー・ローンダリング及びテロ資金
供与対策に関するガイドライン」等に基づき、お客さまの「お取引時確認」（氏名・住所・生年月日・職業・取引目
的等）を確認させていただいております。「お取引時確認」ができない場合、お取引をお断りすることがございます
ので、ご理解・ご協力をお願い申し上げます。

「お取引時確認」が必要な主な取引

● 口座開設、貸金庫、保護預かりの取引開始
● 10万円を超える現金振込（含む外国送金）・持参人払式小切手による現金の受取り
● 200万円を超える現金・持参人払式小切手の入出金・外貨両替
● 融資取引 等

「お取引時確認」の確認事項および確認書類

確認事項（※１） 確認書類等（※２）（原本をお持ちください）

個人の
お客さま

氏名・住所・生年月日

●運転免許証 ●マイナンバーカード
●旅券（パスポート）（所持人記入欄に現住所の記載があるもの）
●各種健康保険証 ●各種年金手帳 ●在留カード（※３） 等
※ご本人さま以外の方が来店される場合には、来店される方の本人確認のほか、
①ご本人さまの左記事項の確認、②ご本人さまの委任を受けてお取引を行う
ことの確認（委任状などの書面をお持ちください）をさせていただきます。

職業・取引を行う目的 （窓口等で確認させていただきます）

法人の
お客さま

名称、本店や主たる事務
所の所在地

●登記事項証明書（６ヵ月以内に作成されたもの）
●印鑑登録証明書（６ヵ月以内に作成されたもの） 等

来店される方の氏名・ 
住所・生年月日 等

上記の「個人のお客さま」に記載されている書類に加え、法人のお客さま
のためにお取引を行うことを確認できる書類（委任状）等

事業内容 ●登記事項証明書 ●定款 等
取引を行う目的 （窓口等で確認させていただきます）

実質的支配者（※４）の方の
氏名・住所・生年月日

（窓口等で確認させていただきます）
●申告受理及び認証証明書（2018年 11月 30日以降に法人設立の定款認証を
申請された、株式会社・一般社団法人・一般財団法人のお客さま）

（※１）国籍や議決権保有比率を確認させていただく場合があります。また、特定の国に居住・所在している方との取引等をされ
る場合などには、通常の場合と異なる確認をお願いするほか、資産・収入の状況を確認させていただく場合があります。 

（※２）所持人記入欄に住所の記載のないパスポート（2020年 2月 4日以降に発給申請されたものを含みます）および顔写真のな
い本人確認書類の場合は、別の本人確認書類や、現住所の記載があり作成後６ヵ月以内の公共料金の領収証書等をお持ち
ください。
なお、10万円を超える現金振込等のお取引の場合には、顔写真付本人確認書類をお持ちください。 

（※３）日本国籍を保有せず本邦に居住するお客さまは、在留カードまたは特別永住者証明書をご提示いただき、在留資格・在留
期間を確認させていただいております。

（※４）実質的支配者とは、株式会社の議決権の４分の１超を直接または間接に有する自然人など、法人の事業活動に支配的な影
響力を有する自然人をいいます。

ご留意事項

● 上記以外にも確認させていただく場合や、追加の確認をさせていただく場合があります。
● お取引時確認等にあたり、本人確認書類の写しを取らせていただくことをお願いしております。
● すでにお取引時確認のお手続きを済まされたお客さまについても、お客さまの情報および具体的な取引の内容等
を適切に把握するため、銀行窓口や郵便等により改めて各種確認や資料のご提出をお願いすることがあります。

● 各種確認や資料のご提出に適切にご対応いただけない場合、やむを得ず新規のお取引をお断りさせていただく場
合があります。また、すでにお取引いただいているお客さまにおかれましては、やむを得ずお取引の制限等をさ
せていただく場合があります。

詳しくは北陸銀行の窓口までお問い合わせください。
2022年 10月 3日


